






















　わが国における、小児救急医療教育の実態をさぐるために、全国の大学病院ならびに小

児科研修施設を対象にアンケート調査を行った。また、代表的な小児科学教科書について

小児救急医療の記載内容とその年次的変遷についても検討した。医学部学生に対する小児

救急教育は施設毎に大きなばらつきがあり、実習の機会も十分とはいえなかった。また研

修医への救急医療教育は、日常遭遇する疾患あるいは一般的な手技については、研修 1年

目、2 年目とも高い経験率を有し、一定の効果が認められた。しかし、研修医からは、緊

急性の高い疾患(来院時心肺停止)などについて、十分な対処ができないという不安の声が

寄せられていた。教科書記載では、救急医療の比重は様々であり、また米国の教科書に比

べて少ない傾向が見られた。


